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( 2)

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
７
月
９
日
に
施
行

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま

で
住
基
カ
ー
ド
を
交
付
し
た
市
町

村
を
転
出
す
る
と
返
納
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
交
付
し

た
市
町
村
長
へ
返
納
義
務
を
廃
止

し
、
転
入
市
町
村
長
に
対
し
て
住

基
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

カ
ー
ド
の
裏
面
に
新
住
所
が
記
載

さ
れ
、
継
続
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
は
、
年
齢
や
性
別
に
関

係
な
く
ど
な
た
で
も
簡
単
に
交
付

が
受
け
ら
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。
写
真

付
住
基
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
の
際
、

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電
子
証
明

書
を
格
納
す
る
こ
と
で
電
子
申
請

（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
）
が
利
用
で
き

ま
す
。
有
効
期
限
は　

年
間
で
、

10

交
付
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

　

町
で
は
、　

歳
以
上
で
有
効
期

70

限
内
の
運
転
免
許
証
を
警
察
に
自

主
返
納
さ
れ
た
か
た
へ
の
交
付
手

数
料
を
免
除
し
て
い
ま
す
。
運
転

免
許
証
返
納
後
の
本
人
確
認
書
類

と
し
て
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請

に
必
要
な
も
の
は
、
運
転
免
許

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真

付
の
公
的
証
明
書
、
６
か
月
以
内

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
。
高
齢
者
運

転
免
許
自
主
返
納
の
か
た
は
、
運

転
免
許
の
取
消
通
知
書
、
無
効
確

認
を
受
け
た
運
転
免
許
証
、
板
倉

町
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
申

請
書
の
写
し
。　

顔
写
真
付
の
公

的
証
明
書
が
無
い
か
た
（
保
険
証

な
ど
の
場
合
）
は
、
ご
自
宅
へ
照

会
書
を
送
付
し
ま
す
。
後
日
照
会

書
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
本
申
請

と
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

７
月
９
日
か
ら
住
基
カ
ー
ド
が
転
出
し
て
も
転
入

先
市
町
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
で
継
続
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

外
国
人
住
民
に
も
日
本
人
と
同
様
に
住
民
票
が
作

成
さ
れ
、
日
本
人
と
同
様
の
手
続
き
や
証
明
書
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

パスポートの新規発

給や戸籍届出の際に

クレジットカードの

契約や銀行口座の開

設の際に

書留郵便などの受け

取りや航空会社の各

種運賃割引の際に

住民基本台帳カードの証明書としての活用例

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
申
請
す
る
に
は

住
基
カ
ー
ド
と
は
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外
国
人
住
民
に
も
住
民
基
本
台

帳
法
が
適
用
さ
れ
、
日
本
人
と
外

国
人
の
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
日
本
国
内
で
住
所
変
更

す
る
場
合
は
、
日
本
人
と
同
様
に

転
出
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
転

入
時
は
転
出
証
明
書
と
在
留
カ
ー

ド
（
外
国
人
登
録
証
）
が
必
要
で

す
。
国
外
に
転
出
す
る
場
合
は
、

再
入
国
許
可
を
得
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
転
出
届

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
票
の
写
し
は
国
や
地
方
自

治
体
及
び
法
人
な
ど
に
よ
る
閲
覧

な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
外
国

人
住
民
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
外
国
人

は
「
中
長
期
在
留
者
」「
特
別
永
住

者
」「
一
時 
庇  
護 
許
可
者
ま
た
は
仮

ひ 

ご

滞
在
許
可
者
」「
出
生
に
よ
る
経
過

滞
在
者
ま
た
は
国
籍
喪
失
に
よ
る

経
過
滞
在
者
」
に
該
当
し
、
日
本

に
住
所
を
有
す
る
か
た
で
す
。

　

住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
項
目
は

「
①
氏
名
・
世
帯
主
の
氏
名
及
び
続

柄
、
②
出
生
の
年
月
日
、
③
男
女

の
別
、
④
住
所
、
⑤
国
民
健
康
保

険
や
国
民
年
金
な
ど
の
被
保
険
者

に
関
す
る
事
項
」
な
ど
で
す
。

　

外
国
人
住
民
に
は
「
①
国
籍
・

地
域
、
②
外
国
人
住
民
と
な
っ
た

年
月
日
」、
更
に
各
区
分
に
応
じ

て
在
留
資
格
、
在
留
期
間
、
在
留

期
間
満
了
の
日
な
ど
の
事
項
が
記

載
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
施
行
と
同
時
に
外

国
人
登
録
法
は
廃
止
と
な
り
、
空

港
な
ど
で
「
在
留
カ
ー
ド
」
を
発

行
す
る
新
し
い
在
留
管
理
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す
。
在
留
資
格
や
在

留
期
間
の
変
更
に
つ
い
て
、
従
来

地
方
入
国
管
理
官
署
と
町
の
両
方

に
必
要
だ
っ
た
届
け
出
が
地
方
入

国
管
理
官
署
の
み
の
届
け
出
で
済

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　

現
在
持
っ
て
い
る
外
国
人
登
録

証
は
、
す
ぐ
に
在
留
カ
ー
ド
に
換

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
正

法
施
行
日
か
ら
一
定
期
間
は
中
長

期
在
留
者
が
現
在
お
持
ち
の
外
国

人
登
録
証
を
在
留
カ
ー
ド
と
み
な

す
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
在
留

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
引
き

続
き
所
持
し
て
く
だ
さ
い
。
中
長

期
在
留
者
は
、
地
方
入
国
管
理
署

に
お
け
る
新
た
な
在
留
カ
ー
ド
の

交
付
を
伴
う
各
種
届
出
・
申
請
の

際
に
在
留
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
希
望
す
る
場
合
は
換
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

○
外
国
人
の
住
民
基
本
台
帳
制
度

に
関
す
る
電
話
相
談
（
外
国
語
対
応
）

期
限　

平
成　

年
３
月　

日

25

29

�
０
５
７
０－

０
６
６－

６
３
０

○
新
し
い
在
留
管
理
制
度
に
関
す

る
問
合
せ

外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 

http://www.immi-moj.go.jp/

newimmiact_1/

�
０
５
７
０－

０
１
３－

９
０
４

○
戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
３

外
国
人
住
民
の
か
た
に
も

住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る

外
国
人
と
は

何
が
変
わ
り
ま
す
か

外
国
人
登
録
証
と
在
留

カ
ー
ド
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５
月　

日　

、
渡
良
瀬
遊
水
地

10

(木)

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
登
録

候
補
地
に
選
定
さ
れ
７
月
に
正
式

登
録
に
な
る
見
込
み
で
す
。
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
は
湿
地
の
保
全
に
関

す
る
国
際
条
約
で
す
。
１
９
７
１

年
に
イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ
ー
ル
と
い

う
町
で
、
水
鳥
と
湿
地
に
関
す
る

国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
特
に

水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に

重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た

町
の
名
前
に
ち
な
み
、「
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
、
生
物

多
様
性
に
富
ん
だ
重
要
な
湿
地
を

世
界
各
国
が
保
全
し
、
湿
地
の
恵

み
を
賢
明
に
利
用
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
に
は
湿
地
の
保
全
に
必
要

な
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
事

が
条
件
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、

治
水
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
渡
良
瀬
遊
水
地
の
治
水
事

業
に
支
障
が
で
る
の
で
は
な
い
か

と
の
反
対
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
渡
良
瀬
遊
水
地
に
つ
い

て
は
、
登
録
の
た
め
に
必
要
な
国

の
法
律
と
し
て
河
川
法
と
鳥
獣
保

護
法
の
２
つ
の
法
律
で
指
定
す
る

こ
と
に
よ
り
登
録
の
条
件
を
整
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
治
水
の
た
め
の
工

事
な
ど
は
従
来
通
り
進
め
ら
れ
る

ほ
か
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

や
、
ヨ
シ
焼
き
、
花
火
大
会
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
行
事
も
こ
れ
ま

で
ど
お
り
実
施
で
き
ま
す
。
渡
良

瀬
遊
水
地
の
治
水
と
保
全
の
両
立

に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
調
整
係

�
内
線
１
４
２

　

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
町の話題・情報をお届けします　�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
候
補

重
要
な
湿
地
と
し
て

第
２
回
板
倉
町
避
難
訓
練

　

近
ご
ろ
は
気
象
状
況
の
変
化
に

伴
い
、
台
風
の
巨
大
化
・
局
地
的

な
豪
雨
や
竜
巻
の
発
生
な
ど
全
国

各
地
で
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
板
倉
町
で
は
、
昭

和　

年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
以

22
降
、
大
き
な
洪
水
災
害
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
人
命
を 
脅 
か
す

お
び
や

よ
う
な
洪
水
災
害
は
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

　

洪
水
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査

の
結
果
か
ら
も
、
町
民
の
防
災
に

対
す
る
意
識
の
希
薄
化
が
浮
き
彫

り
と
な
り
、
災
害
時
の
対
応
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
の
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
に

第
２
回
板
倉
町
避
難
訓
練
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
近
所
に
声
を
か
け

あ
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日　
24

(日)

午
前
９
時

避
難
場
所　

洪
水
時
避
難
場
所
等

（
実
施
方
法
や
避
難
場
所
は
、
行

政
区
長
を
と
お
し
て
別
途
ご
連
絡

し
ま
す
。
ま
た
、
板
倉
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
）

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
２

▼
防
災
時
の
考
え
方

自
助　
「
自
ら
の
安
全
は
、
自
ら

が
守
る
」
こ
れ
が
防
災
の
基
本
に

な
り
ま
す
。

共
助　
「
私
た
ち
の
地
域
は
、
私

た
ち
で
守
る
」
こ
れ
が
地
域
を
守

る
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。

公
助　

町
・
消
防
・
警
察
に
よ
る

救
助
活
動
や
支
援
物
資
の
提
供
な

ど
公
的
支
援
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
、『
自
助
』『
共

助
』『
公
助
』
が
互
い
に
連
携
す
る

こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き

ま
す
。

避
難
訓
練

想
定
外
か
ら
命
を
守
る

渡
良
瀬
遊
水
地

広報いたくら　Ｈ24．６．１(5)

現
況
届
の
提
出
を

児
童
手
当

　

５
月　

日　
 
、
群
馬
会
館
に
て

17

(木)

平
成　

年
度
群
馬
県
総
合
表
彰
表

24

彰
式
が
行
わ
れ
、 
荻  
野  
美  
友 
さ
ん

お
ぎ 
の 
よ
し 
と
も

（
下
五
箇
）
が
地
方
自
治
分
野
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
多

年
に
わ
た
り
公
共
福
祉
に
ご
尽
力

さ
れ
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

荻
野
さ
ん
は
、
板
倉
町
議
会
議

員
に
平
成
７
年
初
当
選
。　

年
間

18

の
議
員
活
動
の
な
か
で
、
正
副
議

長
や
議
会
運
営
委
員
長
な
ど
要
職

を
歴
任
。
５
期
目
の
今
も
豊
富
な

経
験
や
人
脈
を
生
か
し
、
地
方
自

治
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
議
事
係

�
内
線
５
１
１

群
馬
県
総
合
表
彰
を
受
賞
！

地
方
自
治
に
尽
力

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、
受

給
資
格
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
、
提
出
の
な
い
場
合
は

６
月
以
降
の
手
当
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月　

日　
29

(金)

提
出
方
法　

該
当
者
の
か
た
に
は

届
出
様
式
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
を
添
付
し
役
場
福
祉
課

福
祉
係
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
係　

�
内
線
３
１
２

社
会
体
育
振
興
の
た
め
に

　

５
月　

日　

に
開
催
さ
れ
た
板

12

(土)

倉
町
体
育
協
会
総
会
で
、 
宮  
田  

み
や 

た

 
明 
さ
ん
（
大
高
嶋
）
が
新
た
に
町

あ
き
ら

体
育
協
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
宮
田
さ
ん
は
埼
玉
大
学
教
育

学
部
を
卒
業
後
、
埼
玉
県
立
不
動

岡
高
等
学
校
長
や
埼
玉
県
教
育
局

な
ど
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
ま
す
前

会
長
の 
小  
林  
貞  
夫 
さ
ん
（
細
谷
）

こ 
ば
や
し 
さ
だ 
お

に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
年
間
に
わ

た
り
板
倉
町
の
社
会
体
育
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

海
洋
セ
ン
タ
ー

�
　

－

０
８
５
８

82

 宮  田 
みや た

  明 さん
あきら

（大字大高嶋）

　

板
倉
ま
つ
り
の
参
加
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
団

体
は
申
込
書
を
板
倉
ま
つ
り
事
務

局
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

８
月
４
日　
　

※
小
雨

(土)

決
行
荒
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

場
所　

中
央
公
民
館
駐
車
場

申
込
締
切
日　

６
月　

日　

必
着

14

(木)

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

０
１
１
２　

板
倉
町

朝
日
野
３－

９　

産
業
政
策
係

�
　

－

４
０
４
０

70
※
申
込
書
は
、
板
倉
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

板
倉
ま
つ
り

別表

募集人数対象行政区

１１区～７区

１
８区～12区

30区～32区・36区

１13区～18区

１
19区～23区

29区

１24区～28区

　

町
で
は
今
年
度
、
役
場
新
庁
舎

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
学

識
経
験
者
、
各
界
代
表
者
及
び
町

民
委
員
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

を
設
置
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
検
討
委
員
会
に
ご
参
加
い

た
だ
け
る
、
町
民
委
員
を
地
域
別

に
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

５
名（
別
表
の
区
分
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
委
員
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容　

新
庁
舎
基
本
計
画
の
検
討

対
象　
　

歳
以
上
で
町
内
在
住
の

20

か
た

募
集
期
限　

６
月　

日　
22

(金)

応
募
用
紙　

役
場
企
画
財
政
課
で

配
布
。
板
倉
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問
合
せ　

企
画
調
整
係

�
内
線
１
４
１

新
庁
舎
基
本
計
画
検
討
委
員
会

別表

募集人数対象行政区

１１区～７区

１
８区～12区

30区～32区・36区

１13区～18区

１
19区～23区
29区

１24区～28区

町
民
委
員
募
集

体
育
協
会
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今月も町の話題が盛りだくさん！

　　オーケストラに親しむ

　５月20日(日)、第21回渡良瀬遊水地ふれあ

いトライアスロン大会（兼）第22回群馬県選

手権トライアスロン大会 が開催されました。

トライアスロンは２０００年のシドニーオ

リンピックで正式種目となり、日本では

２０１６年岩手国体から国体正式競技にな

る予定で、年々競技熱が高まっていて、申込

締切前に参加者が定員に達しました。

　この日は天候に恵まれ、５月にもかかわら

ず開会式に続く競技説明では事務局より熱

中症に対する注意が出るほど気温が上がり

ました。スタンダード男子はスイム１．５km、

バイク40km、ラン10kmの距離で競われ、優勝

者のタイムは１時間57分40秒でした。

　また、この大会は全日本大学トライアスロ

ン選抜大会も兼ねており、全国からたくさん

学生の参加が見られました。スタンダード

学生選抜男子（団体）の優勝は立命館大学、女

子は日本体育大学でした。表彰式では各種

目の上位入賞者に板倉産の桃太郎トマトが

贈られました。

　４月24日(火)、25日(水)に町内４つの小学

校で群馬交響楽団による移動音楽教室が開

催されました。オーケストラで使われる楽

器を管楽器、弦楽器、打楽器とパートごとの

紹介からはじまり、クラシックのコンサート

でアンコールの曲として取り上げられる機

会が多い『ラデツキー行進曲』では、児童ら

が演奏に合わせて拍手をするタイミングと

やめるタイミングを体験学習しました。

　３つの競技 

広報いたくら　Ｈ24．６．１(7)
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　　トントントトン

　　ホームをまもる！

　　地元の歴史について

　５月18日（金）、中央公民館で転倒予防教室

が開催されました。24名が参加し、講師であ

る 濱  野 
はま の

 智  代 さんの「筋力の低下や骨密度の低
とも よ

下によって転倒や骨折をしやすくなる。予防

するには運動が重要」という話に耳を傾けま

した。その後、実際に筋力をつける運動方

法を学びました。

　　運動で転倒予防

　５月17日(木)、東小６年生が史跡巡りの体

験学習をしました。自転車に乗って海老瀬

地区にある貝塚や渡良瀬遊水地にある谷中

村跡の遺跡を見学しました。 民  谷 
たみ や

 浩  樹 くん
こう き

（泉野）は「貝塚で海が近くまで来ていた証

拠になるハイガイの貝 殻 を見つけることが
がら

できて 嬉 しかった」と感想を話しました。
うれ

　５月18日(金)、南小４年生が子ども伝統芸

能教室で 山  口  大  杉 
やま くち おお すぎ

 囃  子 の体験学習をしまし
ばや し

た。保存会のかたの模範演奏を聴いた後に

一人ずつ 鼓 を打ちました。
つづみ

 山  岸 
やま ぎし

 未  来 ちゃん
み らい

（大高嶋）は「おじさんたちが一生懸命教え

てくれて 嬉 しかった。鼓はリズムを取るの
うれ

が難しかった」と話してくれました。

　４月29日(日)、５月６日(日)の２日間にわた

り、第７回板倉町春季少年野球大会が開催さ

れました。東西南北の小学校から１チーム

ずつ出場。白熱のリーグ戦を３戦全勝し、優

勝を飾ったのは「わかじし」北小でした。準

優勝は「メッツ」西小、３位に「天童」南小、

４位は「イーストボーイ」東小でした。
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女
子
駅
伝
部
始
動

　

２
０
１
２
年
４
月
東
洋
大
学
板

倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
女
子
駅
伝
部
が

発
足
し
、
監
督
に
は
同
校
Ｏ
Ｂ
の

永
井
聡
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

永
井
監
督
は
高
校
時
代
に
駅
伝

を
始
め
て
、
大
学
時
代
は
箱
根
駅

伝
、
実
業
団
時
代
は
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
な
ど
で
活
躍
し
、
現
役

引
退
後
は
母
校
の
桐
生
工
業
高
校

で
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
洋
大
学
に
女
子
駅
伝
部
を
た

ち
あ
げ
る
の
で
、
監
督
に
と
の
打

診
が
あ
っ
た
の
は
２
０
１
０
年
の

夏
ご
ろ
。
翌
年
４
月
監
督
に
就
任

し
ま
し
た
。
１
年
か
け
て
合
宿
所

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
の
環
境

づ
く
り
や
選
手
の
ス
カ
ウ
ト
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
声
を
か
け
る

と
き
に
、
選
手
の
タ
イ
ム
に
加
え

て
、
普
段
の
姿
勢
も
重
視
し
た
た

め
に
、
試
合
だ
け
で
な
く
練
習
に

　

埼
玉
県
よ
り
移
住
し
て
３
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
居
住
し
て
景
観
の

よ
い
と
こ
ろ
と 
嬉 
し
く
思
っ
て
い

う
れ

ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に

谷
田
川
の
土
手
付
近
は
ご
み
が
散

乱
し
て
い
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

歩
く
参
加
者
は
ど
ん
な
気
持
ち
で

し
ょ
う
か
？　

美
し
い
板
倉
の
景

観
を
守
り
た
く
、
遊
水
地
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
と
同
様
、「
谷
田
川

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
の
企
画
を
お
願

い
し
ま
す
。
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。　　
（
匿
名
希
望
）

　

現
在
町
に
は
、
谷
田
川
に
接
す

る
行
政
区
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た

「
板
倉
町
谷
田
川
愛
護
団
体
」が
あ

谷
田
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
の
実
施
を

町
全
体
の
美
化
運
動

を
推
進
し
ま
す

　

な
が
い
・
さ
と
し　

群
馬
県
桐
生
市
出
身
。

東
洋
大
学
陸
上
競
技
部
女
子
長
距
離
部
門
監

督
。
選
手
時
代
は
東
洋
大
学
在
学
中
に
箱
根
駅

伝
で
、
卒
業
後
は
ヤ
ク
ル
ト
で
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

駅
伝
な
ど
に
お
い
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

永井　聡さん

板板板板板板板板板板倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉キキキキキキキキキキャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンパパパパパパパパパパスススススススススス板倉キャンパスににににににににににに
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■レポーター

広報編集委員

石山　恵司

も
足
を
運
び
ま
し
た
。

選
手
全
員
が
同
い
年

　

選
手
は　

名
で
全
員
が
新
一
年

10

生
。
３
月
に
全
国
各
地
か
ら
板
倉

町
へ
引
っ
越
し
て
顔
を
合
わ
せ
ま

し
た
。
永
井
監
督
の
指
導
は
「
普

段
あ
ま
り
多
く
を
語
ら
な
い
分
、

監
督
か
ら
出
た
一
言
に
は
重
み
を

感
じ
ま
す
」
と
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の

 
南 みな
み 

沙  
良 
さ
ん
。
「
第
一
期
生
と

さ 

ら

し
て
自
分
の
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
団
結
力
な
ど
を
高
め
、
新
し

い
部
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
き

ま
す
」
と
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る

 
長  
谷  
川 

は 

せ 
が
わ 
楓 
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

か
え
で

応
援
が
あ
り
が
た
い

　

駅
伝
は
チ
ー
ム
プ
レ
イ
。
前
の

人
が
走
っ
て
き
て
、
次
の
人
に
渡

す
。
苦
し
い
け
れ
ど
、
た
す
き
の

重
み
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
走
る
競

技
で
も
一
人
で
走
る
ト
ラ
ッ
ク

レ
ー
ス
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
な

に
が
な
ん
で
も 
繋 
げ
な
い
と
い
け

つ
な

な
い
し
、
た
と
え
一
秒
で
も
積
み

重
ね
る
と
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
、
厳
し
い
分
だ
け
喜

び
も
チ
ー
ム
で
共
有
で
き
ま
す
。

　

目
標
と
し
て
見
据
え
る
の
は
仙

台
で
行
わ
れ
る
全
日
本
大
学
女
子

駅
伝
大
会
。
出
場
す
る
た
め
に

は
、
９
月
に
行
わ
れ
る
関
東
地
区

の
予
選
会
で
上
位
５
チ
ー
ム
に
入

ら
な
い
と
い
け
な
い
た
め
非
常
に

狭
き
門
で
す
。
１
年
生
だ
け
だ
と

い
っ
て
も
可
能
性
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
し
、
初
め
か
ら
負
け
る
つ

も
り
で
や
る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ

ん
。
夏
に
は
長
野
県
に
あ
る
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
合
宿
を
し
て
力
を

付
け
て
予
選
会
に
臨
み
ま
す
。

　
「
板
倉
町
の
人
は
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
さ
れ
て
い
る
か
た
も
多
く
、

朝
練
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
。
男
子
が
優

勝
し
た
時
に
は
お
米
を
贈
っ
て
く

れ
た
り
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
女
子
の
応
援
も
ぜ
ひ
お
願
い

し
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

り
、
毎
年
２
月
と
７
月
の
２
回
、

板
倉
町
を
流
下
す
る
全
区
間
岩
田

地
先
か
ら
海
老
瀬
地
先
ま
で
の
約

７
㎞
に
渡
り
、
右
岸
側
・
左
岸
側

の
堤
防
や
河
川
敷
の
ク
リ
ー
ン
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
谷
田
川

ク
リ
ー
ン
運
動
に
多
く
の
か
た
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
き
る
よ
う

調
整
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
利
根
川
や
渡
良

瀬
川
の
ク
リ
ー
ン
運
動
、
道
路
愛

護
月
間
で
地
域
の
ク
リ
ー
ン
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
板
倉
町

全
体
の
ク
リ
ー
ン
運
動
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
谷
田
川
周
辺
だ
け
で
な

く
、
板
倉
町
全
体
の
美
化
活
動
を

推
進
し
、
美
し
い
郷
土
づ
く
り
と

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
係

�
内
線
４
３
２

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

生
命
科
学
科

 
藤  
村    
真  
教
授

ふ
じ 
む
ら 

ま
こ
と

■主な研究テーマ
・殺菌剤の作用機構・耐性機構の解明
・糸状菌のシグナル伝達経路の機能解明
・植物病原菌の検出

病原菌にピンポイントで効く農薬開発
　大学時代からカビの基礎研究を続け、大学院
修了後は化学会社に入社、そこで13年間農薬研
究開発を続け博士号を取得、その後東洋大学板
倉キャンパス開校当初から学生への指導、研
究、開発を続け14年が経ちます。
　植物が病気になる原因は、さまざまだそうで
すが、藤村教授が主に研究している病原菌はカ
ビだそうです。長年のカビの基礎研究を生か
し、農薬会社と共同で人間や農作物には影響の
少ない、ピンポイントで病原菌に効く、できる
だけ安全な農薬を開発しています。農薬は不特
定多数の人の口に入る植物に使用されるので、
医薬品と同等の厳しい基準をクリアしたものだ
けが市場に出るそうです。

病原菌に強い栽培技術開発のサポート
　また、県の農業試験場と共同で行っているの
は遺伝子診断技術を用いて、農薬を使用せず効
率的に病気を減らす栽培方法の研究です。これ
は、効かなくなった農薬や病原菌の増減の判定
をし、その結果をもとに病原菌に強い栽培計画
を立てるそうです。この遺伝子診断は犯罪捜査
で使われているのと同じことを農業分野で活用
しているとのことです。これらの２つの主な研
究は、効率的に病気を防除してできるだけ安全
な食糧生産につながるものであり、これが社会
貢献になっていけばと藤村教授は考えていま
す。そして、今年は板倉のハウス栽培のキュウ
リについて着手するそうです。
■レポーター　広報編集委員　高木朝子

食
の
安
全
を
通
じ
て
社
会
貢
献



( 10)

◆
申
込
先
・
受
付

６
月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

(金)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

中
央
公
民
館

◆
手
作
り
パ
ン
教
室

期
日　

７
月
４
日　

・　

日　

・

(水)

11

(水)

　

日　
18

(水)

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

え
の
き
と
舞
茸
の
パ
ン
ほ
か

講
師　
 
青  
木  
敬  
子 
さ
ん

あ
お 
き 
け
い 
こ

対
象　

一
般
成
人
８
名

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

申
込
期
限　

６
月　

日　
24

(日)

◆
ア
シ
ュ
タ
ン
ガ
・
ヨ
ガ
教
室

期
日　

７
月
６
日　

〜
９
月
７
日

(金)

　
　

毎
週
金
曜
日
（
全　

回
）

(金)

10

時
間　

午
後
７
時

内
容　

心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
、
健
康
維
持
や
体
力
増
進
を

図
る
た
め
の
ヨ
ガ
の
習
得

講
師　
 
岩  
崎   
都 
さ
ん

い
わ 
さ
き 

み
や
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
20

参
加
費　

無
料

服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
込
期
限　

６
月　

日　
29

(金)

　

東
部
公
民
館

◆
デ
ッ
サ
ン
か
ら
始
め
る
絵
画
教
室

期
間　

６
月
〜　

月
の
第
２
・
４

11

土
曜
日
（
全　

回
）

10

初
回　

６
月　

日　
　
「
学
習
予

23

(土)

定
と
用
意
す
る
物
の
確
認
」

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

絵
画
の
基
本
の
デ
ッ
サ
ン

を
中
心
に
学
び
、
色
彩
ま
で

講
師　
 
高  
澤   
進 
さ
ん

た
か 
ざ
わ 

す
す
む

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

◆
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

期
日　

６
月　

日　
　

雨
天
決
行

30

(土)

時
間　

午
前
７
時
集
合
出
発

内
容　

ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
習

　
（
コ
ー
ス
を
３
時
間
程
度
歩
く
）

講
師　

板
倉
町
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
会
員

研
修
場
所　

赤
城
山
（
鈴
ヶ
岳
）

対
象　

一
般
成
人
先
着　

名
28

乗
り
物　

町
有
バ
ス

参
加
費　

５
０
０
円
（
ガ
ソ
リ
ン

代
ほ
か
）

服
装　

動
き
や
す
い
服
装

持
参
品　

弁
当
・

飲
み
物
・
雨
具
・

手
袋

　

南
部
公
民
館

◆
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

期
日　

７
月
５
日　

・　

日　

・

(木)

12

(木)

　

日　
19

(木)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
ス
ト
レ
ッ
チ
の
と
き
は
、
イ
ス

使
用
）

講
師　
 
松  
本 
み
ゆ
き
さ
ん

ま
つ 
も
と

対
象　

一
般
成
人　

名
20

持
参
品　

運
動
で
き
る
服
装
・

シ
ュ
ー
ズ
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
飲

み
物

　

北
部
公
民
館

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

期
間　

６
月
〜
平
成　

年
３
月

25

（
全
５
回
）

初
回　

６
月　

日　
28

(木)

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

季
節
の
寄
せ
植
え
な
ど

講
師　
 
坂  
村  
智  
紀 
さ
ん

さ
か 
む
ら 
と
も 
の
り

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

１
回
あ
た
り
２，
０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
軍
手

◆東小学校史跡巡り

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

The s t ep Boar d of  Educat i on

各
公
民
館

　

受
講
生
募
集

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436

東部公民館　�82- 1241 �80- 4047

南部公民館　�82- 1424 �82- 1943

北部公民館　�77- 1855 �77- 1854

海洋センター　�82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664

各施設お問合せ先

　

私
立
幼
稚
園
に
満
３
歳
以
上

の
園
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
町

内
在
住
の
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
入
園
料
、
保
育

料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

左
記
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
外
の
私
立
幼
稚
園
へ
通
園
し

て
い
る
園
児
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
町
内
に
通
園
さ
れ
て
い
る
か
た

　

６
月
中
旬
ご
ろ
に
幼
稚
園
を

通
し
て
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

◆
町
外
に
通
園
さ
れ
て
い
る
か
た

　

教
育
委
員
会
へ
幼
稚
園
名
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
追
っ
て
幼

稚
園
を
通
し
申
請
書
を
配
布
し

ま
す
。

◆
申
請
書
提
出
先

　

町
内
・
町
外
と
も
に
、
通
園

さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
学
校
係

�
内
線
６
１
３

私
立
幼
稚
園
に
通
う

保
護
者
の
負
担
を
軽
減

広報いたくら　Ｈ24．６．１(11)

◆
料
理
教
室

期
間　

７
月
〜
平
成　

年
３
月

25

（
全
７
回
）  

初
回　

７
月　

日　
14

(土)

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

旬
の
素
材
を
使
っ
て

講
師　
 
小  
倉  
京  
子 
さ
ん

お 
ぐ
ら 
き
ょ
う 
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
20

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

　

海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
ゴ
ル
フ
教
室

期
間　

７
月
４
日　

〜
８
月　

日　

(水)

22

(水)

毎
週
水
曜
日
（
全
７
回
で
８
月　
15

日
は
除
く
）

時
間　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

30

場
所　

ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
館
林

練
習
場

参
加
費　

毎
回
１，
２
０
０
円
（
練

習
場
使
用
料
と
し
て
）

対
象　

中
学
生
以
上　

名
20

申
込
期
限　

６
月　

日　
15

(金)

　

各
公
民
館

◆
板
倉
保
育
園
児
作
品
展

期
間　

６
月
１
日　

〜　

日　

(金)

30

(土)

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

出
展　

板
倉
保
育
園
児

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日　

６
月
９
日　
(土)

時
間　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

絵
本
ま
た
は
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

期
日　

６
月　

日　
16

(土)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

期
日　

６
月　

日　
16

(土)

時
間　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

絵
本
ま
た
は
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
と
工
作
及
び
遊
び

場
所　

北
部
公
民
館
和
室

　

わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
名
も
な
い
写
真
展

期
間　

６
月　

日　

〜　

日　

16

(土)

30

(土)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で

出
展　
 
小  
野  
田  
填 
と
仲
間
達

お 

の 

だ 
み
つ
る

入
場
料　

無
料

◆
世
界
の
昆
虫
展

期
間　

７
月
５
日　

〜　

日　

(木)

22

(日)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で

入
場
料　

無
料

期
間　

７
月
〜
８
月
ま
で
（
毎
週

月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

募
集
人
員　

高
校
生
以
上
の
男
女

（
計
６
名
）

勤
務
時
間　

２
交
代
制

①
午
前
８
時　

分
〜
正
午

30

②
午
後
１
時
〜
５
時　

分
30

時
給　

７
５
０
円

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月　

日
16

　

ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

(土)
　

大
正
２
年
「
伊
奈
良
尋
常
高
等

小
学
校
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

建
物
で
す
が
、「
西
小
学
校
」
や

「
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称

社
教
セ
ン
タ
ー
）」
及
び
文
化
財
資

料
館
と
し
て
お
よ
そ
１
０
０
年
の

歴
史
を
経
て
、
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
多
く
の
思
い
出
を

残
し
て
、
こ
の
た
び
老
朽
化
に
伴

い
、
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
写
真
や
思
い
出
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

締
切　

６
月　

日　
30

(土)

応
募
方
法　

各
公
民
館
及
び
文
化

財
資
料
館
に
設
置
し
た
用
紙
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
３

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　

プ
ー
ル
監
視
員

旧
文
化
財
資
料
館

　

写
真
や
思
い
出
を
募
集

　16名のかたが、平成24・25年度

スポーツ推進委員として委嘱され

ました。町民体育祭やスポーツ

フェスティバルなど町スポーツ振

興にご活躍いただきます。２年間

よろしくお願いいたします。

スポーツライフをお手伝い

区分行政区氏　名

新任１ 永  島  一  宏 さん
なが しま かず ひろ

新任２ 大  山  勝  行 さん
おお やま かつ ゆき

新任５ 細  田  詩  子 さん
ほそ だ うた こ

新任７ 野  代  雅  則 さん
の しろ まさ のり

新任８ 佐  藤  幸  子 さん
さ とう さち こ

新任１2 舘  野  有  希  子 さん
たて の ゆ き こ

再任30 岩  村  厚  子 さん
いわ むら あつ こ

新任32 齋  藤  賀  寿  世 さん
さい とう か ず よ

新任14 園  部  和  彦 さん
その べ かず ひこ

新任17 �  谷  和  正 さん
たか たに かず まさ

再任18 峯  岸  賢  一 さん
みね ぎし けん いち

新任19 荻  野  佳  久 さん
おぎ の よし ひさ

新任21 根  岸  茂  義 さん
ね ぎし しげ よし

新任23 石  川  益  章 さん
いし かわ みつ あき

再任24 橋  本  冨  美  子 さん
はし もと ふ み こ

新任27 鳥  羽  一  弘 さん
と ば かず ひろ
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お
口
の
病
気
を
予
防
す
る
こ
と

で
、
か
ら
だ
の
病
気
を
予
防
す
る

こ
と
を
学
ぶ
た
め
の
講
演
を
行
い

ま
す
。

日
時　

６
月　

日　
19

(火)

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

北
部
公
民
館　

講
堂

内
容　

口 
腔 
疾
患
と
全
身
疾
患
の

く
う

か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
講
演

講
師　
 
中  
村  

な
か 
む
ら 

敦 　

氏
（
古
河
病
院

あ
つ
し

歯
科
口 
腔 
外
科
医
長
）

く
う

募
集
人
数　
　

名
（
参
加
無
料
）

30

申
込
期
限　

６
月　

日　
15

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　

将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を

受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険

者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や　

歳
に

65

な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付

加
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加

年
金
の
計
算
式
は
「
年
金
額
＝
２

０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た

月
数
」
で
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
か
た
や
多
段
階
免
除
な

ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る

か
た
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
付
加
保
険

料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分

か
ら
に
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の

か
た
は
、
戸
籍
年
金
係
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
４　

�
内
線
１
４
２

　

大
切
な
家
族
を
自
死
で
亡
く
し

た
場
合
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
悲

し
み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
気
持

ち
を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
気
持
ち
を
周

囲
に
話
す
こ
と
は
難
し
く
、
一
人

で
抱
え
て
し
ま
う
か
た
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
遺
族
同
士
が
安
心
し
て
思
い

を
打
ち
明
け
ら
れ
る
場
所
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

ご
家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
か
た
（
親
、
配
偶
者
、

き
ょ
う
だ
い
、
子
ど
も
）

※
対
象
者
以
外
の
参
加
不
可
。

場
所　

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

申
込
方
法　

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

相
談　

第
１
火
曜
日
午
前

交
流
会　

月
１
回
（
相
談
を
受
け

た
か
た
に
ご
連
絡
し
て
い
ま
す
）

申
込
先
・
問
合
せ

○
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

�
０
２
７－

２
６
３－

１
１
５
６

○
福
祉
係

�
内
線
３
１
２

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
お
菓
子
を

つ
ま
み
な
が
ら
、
気
軽
な
雰
囲
気

の
中
で
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日　
　

21

(木)

午
後
５
時
〜
６
時　

分
10

場
所　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
学
生
食
堂
（
カ
パ
テ
ィ
ー
ナ
）

テ
ー
マ　
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
底
力

〜
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
よ
る
能
力
・
体

力
・
精
神
力
作
り
〜
」

講
師　
 
山  
西 

や
ま 
に
し 

哲  
郎 　

氏
（
立
正
大

て
つ 
ろ
う

学
社
会
福
祉
学
部
人
間
福
祉
学
科

教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

主
催　

板
倉
町
・
東
洋
大
学
生
命

科
学
部
・
館
林
市

問
合
せ　

○
東
洋
大
学
教
学
課

�
　

－

９
１
３
８

82
○
企
画
調
整
係

お
知
ら
せ

有料広告募集中！
『広報いたくら』へ有料広告を掲載しませんか？　
広告媒体　広報いたくら（部数5，000部前後，毎月１日発行）
対象企業　公社・公益法人ならびに事業所を有する私企業・
事業者
料金　下１段（横179㎜×縦45㎜）１回当たり１２，０００円
下１段２分の１（横88㎜×縦45㎜）１回当たり６，０００円
申込先・問合せ　情報広報係　�内線１５１

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

〜
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
底
力
〜

健
康
の
鉄
人
教
室
３

お
口
の
健
康
教
室
開
催

年
金
を
も
っ
と
お
得
に
！

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

自
死
遺
族
相
談
及
び

交
流
会
の
ご
案
内

(13) 広報いたくら　Ｈ24．６．１

　東毛広域市町村圏振興整備組合で
は、夏休み期間、中学生の課外教育
の場として利用されている赤城山の
林間学校を、東毛広域圏にお住まい
のかたを対象に貸し出します。
貸出期間　７月21日（土）～８月11日
（土）の間で２泊３日以内
利用できる人　東毛広域圏内の「社
会教育」団体及び在住の人
利用料金　

申込方法
６月25日（月）午前９時から電話で申
し込みを受け付けます。
申込先・問合せ
太田市役所内東毛広域市町村圏振興
整備組合事務局
�４７－１８５０

　

介
護
予
防
の
基
礎
知
識
の
講
義

や
運
動
な
ど
の
実
技
を
学
び
、
自

主
的
活
動
を
行
え
る
か
た
や
町
の

活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
で
き
る
か
た
を
養
成
し
ま
す
。

日
程

①
初
級
講
座　

６
月　

日　
27

(水)

②
中
級
講
座　

７
月
４
日　

、　
(水)

11

日　

、　

日　

(水)

18

(水)

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

場
所　

館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
（
館
林
市
）

内
容　

介
護
予
防
や
転
倒
予
防
に

大
切
な
基
礎
知
識
を
学
び
、
介
護

予
防
を
実
践
す
る
運
動
を
身
に
つ

け
ま
す
。

講
師　

慶
友
整
形
外
科
病
院
（
地

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支

日
程　

６
月　

日　

、
７
月
６
日

28

(木)

　

、　

日　

の
全
３
回

(金)

13

(金)

時
間　

午
前　

時
〜　

時

10

11

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
　

名
10

申
込
期
限　

６
月　

日　
22

(金)

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　
「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

に
つ
い
て
」

日
時　

６
月　

日　
　

午
後
４
時

20

(水)

場
所　

館
林
厚
生
病
院　

多
目
的

ホ
ー
ル

講
師　
 
石  
渕 

い
し 
ぶ
ち 

裕  
久 　

氏
（
館
林
厚

ひ
ろ 
ひ
さ

援
セ
ン
タ
ー
）

募
集
人
数　
　

名
（
参
加
無
料
）

20

申
込
期
限　

６
月　

日　
20

(水)

そ
の
他　

中
級
講
座
は
初
級
受
講

者
の
み
受
講
可
能
で
す
。
研
修
修

了
者
に
は
認
定
証
が
贈
ら
れ
ま
す
。

※
過
去
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
か

た
を
優
先
し
ま
す
が
、
過
去
に
参

加
さ
れ
て
研
修
未
修
了
者
も
募
集

し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　

巨
大
な
ボ
ー
ル
で
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ッ
チ

や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
が
体
験
で

き
ま
す
。

林間学校
貸し出します

生
病
院
医
療
部
皮
膚
科
医
長
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72
試
験
日　
　

月　

日　

10

28

(日)

受
験
資
格　

保
健
・
医
療
・
福
祉

の
分
野
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験

が
あ
る
人

出
願
期
間   
７
月
４
日　

〜　

日　

(水)

31

(火)

試
験
案
内
配
布　

７
月
２
日　

〜
(月)

配
布
場
所　

県
中
部
福
祉
事
務
所

及
び
各
保
健
福
祉
事
務
所
、
県
内

各
市
役
所
・
町
役
場
な
ど

問
合
せ　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
人
材
課

�
０
２
７－

２
８
０－

４
１
０
７

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

職
種　

障
害
者
生
産
活
動
セ
ン

タ
ー
指
導
員

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

障
害
者
福
祉
に
関
心

を
お
持
ち
の
か
た
（
年
齢
不
問
）

提
出
書
類　

履
歴
書
・
有
資
格
者

は
資
格
証
明
書
の
写
し

受
付
締
切　

６
月　

日　
15

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
高

齢
福
祉
係
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�
　

－

３
９
０
０

82

元
気
を
普
及
さ
せ
よ
う
！

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

開
催
し
ま
す

館
林
厚
生
病
院

健
康
講
座

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

電話当 番 店曜日日月

82- 2982土橋設備土２

６

82- 2152㈲佐山設備日３

82- 0537㈲根岸工業土９

82- 1025㈲鈴木設備日10

82- 0027㈲岩崎設備土16

82- 0001㈲しんえい設備日17

82- 0095山岸管工設備土23

82- 0261㈲小倉設備日24

77- 0057宇治川管工土30

82- 1856高田管工設備日１

７

77- 0358㈲長谷川設備土７

82- 2982土橋設備日８

82- 2152㈲佐山設備土14

82- 0537㈲根岸工業日15

82- 1025㈲鈴木設備祝16

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　６月26日（火）

金額区 分
３００円小・中学生

宿
泊 ５００円高校生

１，０００円大学生・一般
４３０円朝食

食
事 ５００円昼食

５９０円夕食



( 14)�板倉町役場　�８２－１１１１　�８２－１３００　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

募
集
人
員　

７
人
程
度
（
消
防
吏

員
・
救
急
救
命
士
）

受
験
資
格　

館
林
地
区
消
防
組
合

管
内
（
館
林
市
・
板
倉
町
・
明
和

町
・
千
代
田
町
・
邑
楽
町
）
に
住

ん
で
い
る
か
た
で
、
日
本
国
籍
を

有
す
る
か
た
。
管
外
居
住
の
か
た

で
も
応
募
は
で
き
ま
す
が
、
採
用

後
は
管
内
居
住
が
条
件
で
す
。

①
大
学
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
の
か
た
で
、
昭
和　

年
４
月

61

２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
か
た

②
短
大
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
の
か
た
で
、
昭
和　

年
４
月

63

２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
か
た

③
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
の
か
た
で
、
平
成
２
年
４
月

２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
か
た

④
救
急
救
命
士
（
救
急
救
命
士
国

家
資
格
を
有
し
、
ま
た
は
救
急
救

命
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
有

す
る
か
た
を
含
む
）
の
か
た
で
、

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

61

れ
た
か
た

提
出
書
類　

受
験
申
込
用
紙
（
提

出
は
受
験
者
本
人
の
み
）

※
受
験
申
込
用
紙
は
、
館
林
地
区

消
防
組
合
消
防
本
部
及
び
各
署
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

６
月
１
日　

〜　

日

(金)

29

　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

(金)試
験
日

○
第
一
次
試
験
（
体
力
試
験
）

　

７
月　

日　
28

(土)

○
第
二
次
試
験
（
論
文
・
集
団
面

接
試
験
）

　

８
月　

日　

予
定

11

(土)

○
第
三
次
試
験
（
筆
記
試
験
・
面

接
試
験
）

　

９
月　

日　

予
定

16

(日)

採
用
予
定
日　

平
成　

年
４
月
１
日

25

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
庶
務
係

�
　

－

３
１
７
１

72
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８
日
間
で
あ
な
た
は
生
ま
れ
変

わ
る
！　

実
践
的
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

開
催
日　

７
月　

日　

・　

日

12

(木)

13

　

・　

日　

・　

日　

・　

日

(金)

19

(木)

20

(金)

26

　

・　

日　

・
８
月　

日　

・
９

(木)

27

(金)

23

(木)

月
６
日　
(木)

受
講
時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８

30

時　

分
の
２
時
間

30
場
所　

大
泉
町
商
工
会
館

講
師　
 
菅  
田 

す
げ 
た 
洋  
之 　

氏
（
中
小
企

ひ
ろ 
ゆ
き

業
診
断
士
）

参
加
費　

商
工
会
員
２，
０
０
０
円

非
会
員
５，
０
０
０
円

定
員　
　

人
30

主
催　

東
部
地
区
商
工
会
広
域
支

援
セ
ン
タ
ー

※
参
加
希
望
者
は
、
板
倉
町
商
工

会
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
商
工
会

�
　

－

０
２
２
４

82
日
時　

６
月　

日　
　

14

(木)

午
前　

時
〜
正
午
（
午
前
９
時　

10

30

分
〜
受
付
開
始
）
※
雨
天
中
止

募
集
人
員　
　

名
40

集
合
場
所　

谷
中
湖
子
ど
も
広
場

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
前

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

参
加
希
望
の
か
た
は

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

渡
良
瀬
遊
水
地
湿
地
資
料
館

�
０
２
８
２－

　

－

５
５
５
８

62

�

akuri@watarase.or.jp

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保
育園、運動場など、各施設の放射線量を
週に一度計測しています。
測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝
と１ｍをそれぞれ測定
測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続
して12回読み取り、最大値・最小値を除
く10回の平均値
測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ
ニター　ＰＡ-1000Ｒadi
問合せ
小中学校に関して
○総務学校係　�内線６１３
運動場・グラウンドに関して
○海洋センター　�８２－０８５８
保育園・児童館に関して
○福祉係　�内線３１１
その他全体に関して
○資源化センター　�８２－５３７１
町ホームページ
 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p

測　定　概　要

地
域
を
守
る

消
防
職
員
募
集

経
営
革
新
塾
で

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ
！

渡
良
瀬
遊
水
地

植
物
観
察
会
参
加
者
募
集

測定値(マイクロsv/ h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0. 0770. 0560. 0790. 0610. 0840. 063校庭板倉中学校

0. 0780. 0630. 0840. 0710. 1020. 067校庭東小学校

0. 0770. 0680. 0810. 0710. 0820. 076校庭南小学校

0. 0860. 0720. 0850. 0690. 1100. 077校庭北小学校

0. 0680. 0640. 0670. 0640. 0710. 064校庭西小学校

0. 0910. 0780. 0910. 0840. 1000. 088中央渡良瀬運動場

0. 1130. 1010. 1250. 1030. 1280. 118中央渡良瀬サッカーグラウンド

0. 0670. 0630. 0700. 0620. 0780. 060園庭北保育園

0. 0610. 0480. 0620. 0570. 0780. 057園庭板倉保育園

0. 0680. 0640. 0760. 0620. 0810. 058館庭児童館

0. 0810. 0670. 0770. 0630. 0890. 068園庭そらいろ保育園

0. 0760. 0680. 0760. 0680. 0970. 073園庭ひまわり幼稚園

0. 0690. 0660. 0750. 0640. 0800. 070園庭まきば幼稚園

※４月24日～５月18日の期間での最低値及び最高値を表示しています。
※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。
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設
計
価
格　

　
　
　

１
０，
０
０
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
９，
０
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
８，
９
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

▼
平
成　

年
度
繰
越
町
道
１
２
６

23

３
号
線
道
路
改
良
工
事
２
工
区

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格   
８，
４
２
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
７，
５
７
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
７，
４
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

斎
藤
建
設
工
業�

▼
平
成　

年
度
町
道
維
持
修
繕
工
事

24

工
事
場
所　

板
倉
町
地
内

設
計
価
格   
３，
８
１
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
３，
４
６
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
３，
４
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

次
募
集
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

審
査　

書
類
審
査
・
面
接

貸
与
額　

月
額
１
５
０，
０
０
０
円

（
年
額
１，
８
０
０，
０
０
０
円
）

貸
与
期
間　

１
年
以
上
６
年
以
内

（
①
の
貸
与
年
数
は
在
学
期
間
の

６
年
以
内
、
②
の
貸
与
年
数
は
臨

床
研
修
期
間
の
２
年
、
③
に
つ
い

て
は
貸
与
年
数
を
１
年
）

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
厚
生
病
院
総
務
課
人
事
係

�
　

－

３
１
４
０

72
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【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成　

年
度
繰
越
町
道
７
１
９

23

９
号
線
歩
道
新
設
工
事

工
事
場
所　

大
字
西
岡
新
田
地
内

　

館
林
厚
生
病
院
に
将
来
医
師
と

し
て
医
療
業
務
に
従
事
す
る
意
欲

の
あ
る
医
学
生
及
び
研
修
医
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

４
名
（
医
学
生
及
び

研
修
医
）

応
募
資
格　

①
医
科
大
学
に
お
い

て
医
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在
学

す
る
学
生
及
び
医
科
大
学
院
に
お

い
て
医
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在

学
す
る
学
生

②
館
林
厚
生
病
院
で
臨
床
研
修
を

行
う
者

③
大
学
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す

る
課
程
を
修
了
し
、
医
師
資
格
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
者

願
書
締
切　

７
月
末
日

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
二

定　例　相　談

年累計   147件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（４月16日～５月15日）
３件(   12件)�侵入窃盗
１件(   ６件)�車上ねらい
０件(   ３件)�自動販売機ねらい
２件(   12件)�乗物盗難
９件(   27件)�その他の事件
４件(   19件)�人身事故
15件(   68件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

入
札
結
果

町
・
県
民
税（
第
１
期
）

納
期
限　

７
月
２
日　
(月)

　

税
金
は
納
期
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

課
税
係

　
　
　
　

収
税
係

�
内
線
２
１
１
〜
２
１
６

　
　
　

２
２
１
・
２
２
２

医
師
育
成
修
学
資
金
貸
与

医
学
生
・
研
修
医
募
集

●人権相談　午前10時～午後３時
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●行政相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●法律相談　午後１時～３時　※要予約
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●農地相談　午後１時30分～４時
　問合せ　農業委員会　�内線４１５
●教育相談　午後２時～４時
　問合せ　教育研究所（中央公民館内）
　　　　　　　　　　　�８２－０８３４
●福祉センター相談情報
　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午
　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）
　　午前９時～午後５時
　問合せ　福祉センター
●保健センター相談・教室情報
　◆ことばとからだの発達相談(言語聴覚士)
　　午後１時～５時　※要予約
　◆健康相談　午前10時～11時30分
　問合せ　保健センター
●館林保健福祉事務所相談情報
　◆子育てこころの相談
　　午前９時～正午　※要予約
　◆精神保健福祉相談
　　午後１時30分～３時　※要予約
    ◆ふれあい相談会
　　午後１時15分～３時30分　※要予約
　問合せ　館林保健福祉事務所
　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）
　午前８時30分～午後５時
　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　�７７ー１８５５

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

最上胃腸科外科
７４－３７６３

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

藤原医院
８８－７７９７

土井レディスクリニック
７２－８８４１

６月３日
（日）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

かさはら内科医院
５５－２５３７

たけい小児科・アレルギー科※
７６－２５２５

後藤内科医院
７２－０１３４

６月10日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

館林医院
７４－２１１２

加藤医院
８９－１０３１

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

６月17日
（日）

－
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

三浦医院
６２－２９１７

増田医院
８２－２２５５

森下内科医院
７３－７７７６

６月24日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

田沼整形外科医院
８８－９２２３

須田内科医院
６３－１４１４

益田小児科※
６２－５５３５

安楽岡医院
７２－０５７２

７月１日
（日）

－
高木整形外科
６２－６６１１

たなか医院
６２－２８８１

横田医院
７２－０２５５

橋田内科クリニック
７２－０００１

７月８日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

井上整形外科医院
８２－１１３１

蜂谷病院
６３－０８８８

ミツワ診療所
７０－３０３０

横田胃腸科内科
７２－４９７０

７月15日
（日）

－
ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

福田ペインクリニック
８４－１２３３

堀越医院
７３－４１５１

館林記念病院
７２－３１５５

７月16日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。○土井レディスクリニックは婦人科のみの診療になります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。



( 16)

今月の表紙

受入日生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日 布団・家具類などの受入日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで 布団・家具類などの受入日

　平成24年４月、東洋大学板倉キャンパスに女
子駅伝部が発足しました。全国から板倉町に集
まってきた部員全員が１年生です。慣れない環
境のなか、毎日勉強と練習に励んでいます。全
日本大学女子駅伝大会の出場を目指します。

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
２１

●人権相談(中公)
●ことばとからだの
　発達相談(保)
●教育相談(中公)
◆県民交通安全日
◆暴走族追放強調運動 
                ( 30日まで)

９８７６   窓口延長５４３
◆住民健診(南公)
◆チャレンジ広場(児)

●教育相談(中公)
◆住民健診(南公)

●教育相談(中公)
◆住民健診(南公)

●精神保健福祉相談
(館保)

◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

●健康相談(福)●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

◆第23回板倉町近隣交
流バドミントン春季
大会（板高体育館）

16151413   窓口延長1211１０
◆住民健診(東公)
◆県民防犯の日

●教育相談(中公)
◆住民健診(東公)
◆自転車マナーアップデー
◆応急手当講習会(児)
　　  ※10: 00～11: 30

●教育相談(中公)
◆住民健診(東公)
◆おたのしみ広場(児)

●教育相談(中公)
●ふれあい相談会
　　　　　　 （館保)
◆住民健診(東公)

●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆パパママセミナー③
　　　　　　　　(保)

◆おはなし会(児)

◆第35回町民ソフト
　ボール大会
　(大蔵公園グラウンド）

23222120   窓口延長191817
◆チャレンジ広場(児)
◆住民健診(北公)

●教育相談(中公)
◆住民健診(北公)

●精神保健福祉相談
(館保)

●教育相談(中公)
●子育てこころの相談

(館保)

◆健康の鉄人教室３
　　　　　　(中公)

◆第22回町民スポーツ
　フェスティバル
　(板中校庭ほか)

※8: 00～

30292827   窓口延長262524

◆１歳６か月児健診
　　　　　　　(保)

●教育相談(中公)
◆おたのしみ広場(児)

●教育相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、　
　30～36区)

◆住民健診(北公)
◆高齢者交通安全日
◆おはなし会(児)

◆季楽里特売日

【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日
 ○児童館：日曜日及び祝日
                         ※詳しくは各施設までお問い合わせください。

３２７／１

●健康相談(福)
●農地相談(町)
◆町県民税第１期
◆コアラ学級(保)
◆献血(福)
　　  ※10: 00～正午
　　  ※13: 00～15: 30

◆第46回板倉杯争奪
　町民野球大会(１日目)
　(渡良瀬グラウンド)※8: 00～
◆県民交通安全日

受入日受入日

受入日受入日

受入日受入日

人　口　　 １５，８４８人（－11）
　　男　　　 ７，８７４人（－５）
　　女　　 　７，９７４人（－６）
世帯数　　 　５，３３３戸（＋13）
              （　）内は前月比
　　　　  平成24年５月１日現在
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